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点 )5,4( を通る直線を、 5)4(  xmy とすると 
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1 2  xmx  0201642  mmxx  ──① 

2 点 QP, の x座標を )(, qpqp  とすると、それらは①の 2解である。 

解と係数の関係より 2016,4  mpqmqp  ──② 

 

線分 PQの長さを Lとすると 
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②より 

 )54(168064164)()( 2222  mmmmpqpqpq  

 )5464(16)1)(54(16 234222  mmmmmmmL  

 

5464)( 234  mmmmmf とすると 323 )1(4412124)(  mmmmmf  

)(mf の増減は右の通りで、 1m のとき最小である。 

このとき 416)1(162  fL  8L  

 

Lの最小値を与える傾きは 1、最小値は8  ……(答) 
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